
広報 　4月号　6

　

資
材
高
騰
に
よ
る
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
園

芸
作
物
の
生
産
性
向
上
に
繋
げ
る
た
め
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
設
置
や
被
覆
ビ
ニ
ー
ル
等
へ

の
購
入
費
用
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

肉
用
牛
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
補
助
の
拡
充
を

行
い
、
計
画
的
な
ワ
ク
チ
ン
利
用
を
促
進
す
る

こ
と
で
、
感
染
症
に
よ
る
疾
病
等
を
抑
制
し
、

出
荷
頭
数
の
増
加
と
商
品
価
値
の
向
上
に
繋
げ

ま
す
。

　

宮
古
島
漁
協
の
衛
生
管
理
型
荷
捌
き
施
設
の

整
備
お
よ
び
伊
良
部
漁
協
の
燃
料
タ
ン
ク
施
設

の
更
新
に
つ
い
て
、
国
の
事
業
採
択
に
向
け
て

両
漁
協
と
連
携
し
取
り
組
み
ま
す
。

　

伊
良
部
屋
外
運
動
場
施
設
に
つ
い
て
、
幅
広

い
世
代
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
等
を
楽
し
め
る
多

目
的
運
動
広
場
を
整
備
し
ま
す
。

　
再
整
備
を
進
め
て
い
る
「
ト
ゥ
リ
バ
ー
地
区
」

に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
制
度
を
活
用
し
た
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
運
営
事
業
者
の
選

定
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、「
ひ
ら
り
ん
公
園
」

に
つ
い
て
は
、
優
先
交
渉
権
者
と
連
携
し
、
早

期
整
備
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

宮
古
島
Ｉ
Ｃ
Ｔ
交
流
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、

企
業
の
一
部
機
能
を
誘
致
す
る
こ
と
で
、
地
元

人
材
の
雇
用
創
出
に
繋
げ
ま
す
。

（５）
安
全
・
安
心
で
快
適
な
暮
ら
し
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
続
す
る
島
づ
く
り

　

老
朽
化
に
伴
い
整
備
を
進
め
て
い
る
新
総
合

体
育
館
に
つ
い
て
、
旧
体
育
館
の
解
体
が
完
了

次
第
、
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

歩
行
者
の
安
全
性
確
保
や
交
通
利
便
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、
通
学
路
の
拡
幅
、
歩
道
の
新

設
、
交
差
点
の
改
良
な
ど
、
市
道
の
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
繋
げ
る
た
め
、
市

民
や
観
光
客
の
憩
い
の
場
と
し
て
交
流
イ
ベ
ン

ト
等
の
開
催
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
根
間
公
園

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
、
安
全
・
安
心
な
住
居

を
提
供
す
る
た
め
の
建
替
お
よ
び
改
修
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

　

安
全
な
水
道
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、

硬
度
処
理
施
設
の
機
能
強
化
を
行
う
と
と
も
に
、

送
・
配
水
管
の
漏
水
防
止
対
策
に
よ
り
、
有
収

率
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

消
防
水
利
施
設
が
不
足
し
て
い
る
地
域
へ
の

新
規
設
置
・
拡
充
に
よ
り
、
火
災
発
生
時
の
被

害
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

防
災
機
能
の
向
上
、
安
全
で
快
適
な
通
行
空

間
の
確
保
等
を
図
る
た
め
、
中
央
縦
線
の
無
電

柱
化
工
事
を
進
め
ま
す
。

（６）
市
民
と
の
協
働
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
夢
と
希
望
に
満
ち
る
島
づ
く
り

　

戦
後
八
十
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
戦
争

の
記
録
・
記
憶
を
次
世
代
に
つ
な
げ
る
た
め
の

企
画
展
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
学
童
疎
開
が

行
わ
れ
た
宮
崎
県
小
林
市
に
お
い
て
平
和
移
動

展
を
開
催
し
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
、
未
来
を

語
り
合
う
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

　

全
て
の
個
人
が
お
互
い
の
個
性
を
認
め
合
い

な
が
ら
共
に
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け

て
「
第
五
次
宮
古
島
市
男
女
共
同
参
画
計
画

（
う
ぃ
ず
ぅ
プ
ラ
ン
）」
の
策
定
作
業
を
進
め
ま

す
。

　

市
と
住
民
が
直
接
対
話
で
き
る
「
地
域
懇
談

会
」
を
開
催
し
、
地
域
の
要
望
の
実
現
や
課
題

解
決
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
活
動
の
拠
点
施
設
と
な
る
公
民
館
等
の

環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
、
イ
ス
・
テ
ー
ブ
ル

お
よ
び
音
響
機
器
等
の
備
品
購
入
や
施
設
の
修

繕
に
つ
い
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
効
果
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
広
報
誌
・
行
政

チ
ャ
ン
ネ
ル
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
、
多
様
な
ツ
ー
ル

を
活
用
し
、
わ
か
り
や
す
く
行
政
情
報
を
発
信

し
ま
す
。

　

市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
時
間

や
場
所
を
選
ば
ず
申
請
・
届
出
等
が
行
え
る
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
用
し
た
電
子
申
請
機
能

「
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
」
の
手
続
を
拡
充
し
ま
す
。

　

自
治
体
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
向
け
て
、
新

た
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
、
文
書
作
成
支
援
や

企
画
立
案
サ
ポ
ー
ト
等
に
よ
る
業
務
負
荷
の
軽

減
や
効
率
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

三
　
お
わ
り
に

　

本
市
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
に
合
併
し
、

今
年
で
市
制
施
行
二
十
周
年
と
い
う
記
念
す
べ

き
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
節
目
の
年
を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
盛

り
上
げ
る
一
年
と
し
て
、「
全
国
離
島
交
流
中

学
生
野
球
大
会(

離
島
甲
子
園)

」
や
「
二
十

周
年
記
念
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
は
じ
め
、

幅
広
い
世
代
が
参
加
し
・
楽
し
め
る
、
各
種
記

念
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
令
和
七
年
度
は
、
本
市
の
最
上
位
計
画

で
あ
り
、
島
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る
「
宮
古
島

市
総
合
計
画
」
に
つ
い
て
、
残
り
期
間
が
二
年

と
な
る
第
二
次
計
画
に
代
わ
る
、
新
た
な
第
三

次
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
も
取
組
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
政
を
担
う
市
長
と
し
て
、
十
年
先
の
将
来

を
見
据
え
「
誰
も
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

島
」「
教
育
機
会
に
恵
ま
れ
た
人
づ
く
り
の
島
」

「
観
光
と
関
連
産
業
が
好
循
環
を
生
み
出
す
持

続
可
能
な
島
」
の
実
現
に
主
眼
を
置
き
、
こ
こ

で
住
み
・
働
き
・
子
育
て
が
し
た
い
、
こ
こ
を

誇
り
に
思
う
、
島
を
出
て
も
ま
た
戻
り
た
い
と

市
民
が
実
感
で
き
る
取
組
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
期
待
と
信
頼
に
応
え

る
べ
く
、
新
た
な
決
意
と
強
い
使
命
感
を
も
っ

て
、「
市
民
が
真
ん
中
の
豊
か
で
明
る
い
宮
古

島
市
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
、
市
議

会
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
私
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
七
年
二
月
二
十
七
日　
　

宮
古
島
市
長　
　
嘉
数　
登

令和 7年 4月 1日～令和 7年 9月頃

　旧上野庁舎は、食の地産地消と６次産業化推進のための加工、製造業等の創・操業支援施設「宮古島市地産地
消振興センター」へ新たに整備されます。
　この度の改修工事に伴い下記の期間を一時運用休止といたします。

上野出張所をご利用の皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。
宮古島市役所、その他の出張所は通常通り開庁しておりますので、お手続きの際にはそちらをご利用ください。

指定避難所について
◯台風・大雨の場合：宮古島市役所および城辺庁舎など
◯地震・津波の場合：小中学校の体育館など
詳しくは防災マップ・市ＨＰなどをご確認ください。
※避難の基本は危険な場所に居る方は避難。指定された場所に行くことだけが避難ではありません。
　防災に関するお問い合わせは防災危機管理課まで。

上野出張所の一時運用休止のご案内

問 市民課・防災危機管理課　☎ 72-3751（代）　

防災士資格取得補助制度のお知らせ

　地域防災力の向上を目的とし、防災の基本的な知見を兼ね備えた地域防災リーダーとなる防災士の資格取得
補助制度を創設しました。
　資格取得した場合に限り次の経費の合計額に対し 7万円を上限に補助します。

防災士の資格を取得した方に対し、補助金を交付します。

■対象者
防災士資格を取得した方で積極的に地域の防災活動に
関わる意思がある方等
■対象経費
（1）防災士養成研修講座受講料
（2）講座受講に必要な教本代
（3）防災士資格取得試験受験料
（4）防災士認証登録料
（5）航空賃（離島割引額を上限とする実費）
（6）宿泊費
　　※1日当たり 5,000 円を上限とし、かつ、2泊を上限とする実費

詳細は防災危機管理課までお問い合わせください。
問 防災危機管理課　☎ 72-3751（代）　

どぅーたが事
くとぅ
はどぅーたーしー！

（自分たちの事は自分たちで）

学生の資格取得も大歓迎！

【パイナガマビーチ】水上オートバイ等の安全な利用の促進に関する条例について
パイナガマビーチにおいて水上オートバイ等の事故防止重点区域を指定します。

問  港湾課　☎ 72-4876　

禁止される行為
・指定される区域で水上オートバイ等を利用して、
  海水浴利用者と接近、衝突その他危険を生じさせる運行
・許可無く当該区域に水上オートバイ等を乗り入れ、
  又は引き入れる行為

※右の画像のブイ設置位置はあくまでイメージです。
期間 令和 7年 5月 1日～

設置ブイ事故防止重点区域図面

水上バイク等

海水浴利用者

パイナ
ガマビ

ーチ

パイナ
ガマビ

ーチ

防災士とは？
『自助』、『共助』、『協働』vを原則として、社会の様々
な場で防災力を高める活動が期待され、そのための十分
な意識と一定の知識・技術を習得したことを日本防災士
機構が認定する資格です。

7　7　宮古島市の市外局番は（0980）です。宮古島市の市外局番は（0980）です。
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みゃーく食材の日が開催されました

動画は市公式YouTube で
閲覧できます。
QRコードからチェック！

　産業振興課が主催する「みゃーく食材の日」が２月 21日に開催されました。この日は宮古島市産の食
材をふんだんに使ったメニューを学校栄養士が考案し、市内の小中学校で同じ給食が提供されました。
　献立は、野菜たっぷりの「みゃーく島カレー」（じゃがいも、人参、キャベツ、玉ねぎ、豚肉）、伊良部
のマグロを使った「マグロフライ」、新鮮な野菜がおいしい「ずみサラダ」（大根、パパイヤ、きゅうり）、
デザートは食感が楽しい「アロエゼリー」でした。
　子どもたちは、農家が育てている野菜の成長過程を紹介する動画を見ながら、宮古島市産の食材の給食
を楽しみながら食べていました。

問  産業振興課　☎ 73-1919　

あんしんノート～人生を大切に過ごすために～ 無料配布中

問 高齢者支援課　介護予防係　☎73-1979　

「あんしんノート」は自分のことやこれからの人生への思い、
自分らしく歩むために必要なことや、考えをまとめるお手伝いをする冊子です。
●主な内容
・わたしのこと：今の自分、思い出
・もしもの時は：医療や介護の希望

・エンディング：葬儀やお墓のこと
・大切な人たちへ：家族親族へのメッセージ

ぜひ手に取っていただき、自らの人生を振り返り、
　　　　　　　　　　　　ご自身及びご親族等の将来に備えてください。

●配布場所：宮古島市役所　高齢者支援課（1階）受付窓口
●配布期間：なくなり次第終了となります。

「発達障害啓発週間」イベント開催のお知らせ

問  障がい福祉課　☎73-1975　

　4月 2日は国連の定めた世界自閉症併発デー、4月 2～ 8日は発達障害啓発週間です。
　宮古島市では、皆さんに広く発達障がいについて知ってもらうため、臨床心理士・公認心理師の内山 敏 
先生を講師にお迎えし講演会を実施します。内山先生は病院の心理士、浜松市発達障害者支援センター所長
として幅広い分野で発達障がい児・者を支援され、現在は大学で公認心理師の育成に当たっておられます。
子どもの発達が気になる方、職場の同僚や友人との付き合い方で悩んでおられる方、周囲に気になる人はい
ないけど発達障がいに興味のある方、みんな大歓迎ですので、是非お越しください。
　３月 25日から４月 8日まで、未来創造センターにてパネル展示や図書コーナーを設置しますので、併せ
てお楽しみください。

■発達障害啓発週間講演会
□演題：発達障害は “得意” と “苦手” で理解しよう
□日時：令和７年４月６日（日）10時～ 12時
□場所：宮古島市未来創造センター研修室
□対象：発達障がいに興味のある方ならどなたでも
お申し込みは右記QRコードから

お申し込みは
こちらから

児童扶養手当・特別児童扶養手当の手当額（月額）が変わります

問  子育て支援課　☎73-1966　

平良年金事務所からのご案内

　学生納付特例制度は２０歳以上の学生の方が対象で、本人の前年所得が一定以下の場合に国民年金保険料
の納付が猶予される制度であり、毎年申請が必要です。
　令和６年度に学生納付特例制度の承認を受けている方へ対し、学生納付特例申請書（ハガキ）を送付して
おりますので早期申請をお願いいたします。
※申請をしていない場合、ケガや病気による障害など不測の事態が起こった場合、障害年金を受け取ること
が出来なくなる場合がありますのでご注意下さい。

【お手続きについて】
①「国民年金保険料学生納付特例申請書」を記入。
②学生証の写し、又は在学証明書（原本）を添付する。
　※ハガキタイプの申請書は添付不要です。

③申請書を次のいずれかに提出。郵送可。
　●市役所の窓口　　●平良年金事務所
　※マイナポータルから電子申請も可能です。

問　●平良年金事務　国民年金課　☎ 72-3650（自動音声② -②）　
　　 ●市役所市民課年金係　☎ 72-3751（代）

令和７年度の国民年金学生納付特例申請が始まりました！

　年金の請求手続きや年金を受け取られている方のご相談は、事前に予約いただくとお客様のご都合にあわ
せてスムーズに相談ができとても便利です。
　平良年金事務所で年金相談を予定している方は、是非、事前予約をご利用ください。

【電話予約】
☎0570-05-4980　　☎03-6631-7521（050から始まる電話からおかけになる場合）
◯受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15（土日祝日、年末年始を除く）
※ご予約の際は、「基礎年金番号」または「マイナンバー」をお手元にご用意の上、お電話下さい。

問　●平良年金事務　お客様相談室　☎ 72-3650（自動音声① -②）　
　　 ●市役所市民課年金係　☎ 72-3751（代）

年金相談は事前予約が便利です！

【ネット予約】
年金の請求手続き（老齢年金・障害年金・遺族年金・未支給年金）については、
インターネットでも予約が可能です。インターネットで「日本年金機構　予約相談」で検索。
　右に掲載しているQRコードからも予約ができます。
　◯受付時間：土日祝日を含め毎日（8:00~23:00）

日本年金機構　予約相談 検索 ネット予約は
こちらから

児童扶養手当
　父母の離婚や死別などによるひとり親家庭、父または母が重度障害の状態にある家庭、父または母に
変わって児童（18歳に達する年度末までの子）を養育している方に支給されます。（所得制限あり）
　支給月は、1月、3月、5月、7月、9月、11月です。

第１子 全部支給46,690円
一部支給 46,680円～11,010円

第２子以降 全部支給11,030円
一部支給11,020円～5,520円

○手当額（月額）※令和７年４月分から手当額が変わります。

特別児童扶養手当

○手当額（月額）※令和７年４月分から手当額が変わります。
１級 56,800 円
２級 37,830 円

　身体や精神に障がいのある 20歳未満の児童を養育している方に、
その障がいの程度により手当が支給されます。（所得制限あり）
　支給月は、4月、8月、11月です。

次回は市政施行20周年を記念して５月16日（金）に特別メニューを提供します。
児童の皆さんお楽しみに！

9　9　宮古島市の市外局番は（0980）です。宮古島市の市外局番は（0980）です。


